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【 結ぬ海科 ４学年の取り組み 】

【海だ ！魚だ ！魚まきだ ！ 】

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力 ・人間性等

住む場所によ る生き物の違い 砂浜やサ ンゴ礁などの地形の 海の生き物の特徴や周辺環境

を 調 べ 、 生 き 物 と 周 辺 環 境 と の 違 い に よ っ て 見 ら れ る 生 き 物 の の 違 い に 関 心 を も ち 、 環 境 を 比

関係 に つ い て 理解 す る こ と が で 変 化 に 着 目 し 、 周 辺 環境 と の 関 較 し な が ら 、 進 ん で 学 習 に 関 わ

きる 。 係について考えることができる。 ろうとしている。

海中に入り 、一斉にバタバタと音を立てて、魚を驚かせます 。そうして 、すでに仕掛けておい

た網に追い込んで捕まえるのです。

（砂地にカメ？ ） （ 4年生の役割（内蔵取り ） （一斉にバタバタ）

魚まき集会を通して 、子ども達が課題（問い）を見つけ 、自分で問題解決に向けて取り組み 、

ミニ新聞にまとめて発表ることができました 。

①課題設定 → ②調べる → ③伝える → ④自己を振り返る

・活動する中で ・インタビュー ・新聞 ・成長を実感する

問いを持つ ・図鑑やネットで検索

〔 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と

の 関 わ り 〕

※追い込み漁は 、南西諸島ではかなり古い時代から行われている伝統的なもの 。海岸の地形

や潮の満ち引きなど色々な条件が必要 。 （西表の海を知り 、何十年も経験されている由五郎

さんや由政さんは、魚まきの名人です。 ）

４年生 海洋教育の内容 「海と山のつながりを考えよう」 《海を知る》

【目標】 海と山との関わりなどについて関心を持ちながら、調べ学習や体験活動を行い、進んで関わろうとする

意欲を持つことができる。
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【津波から命を守ろう】

知識・技能 思考・判断 ・表現 学びに向かう力・人間性等

地震や津波の メ カニ ズ ム 、 実際の あ 災害発生時 に お い て 、 適切 な判 ｢自助 ・共助 ｣について 、自分

っ た 被 害 の 様子 を 知 り 、 災 害 の恐 ろ 断を し て 、 安全な行動を と る こ と にできる ことを考え日常生活

しさを理解することができる 。 ができる 。 の中で活かそうとしている 。

地域では、安全を守るために 竹 富 町 防 災 危 機 管 理 課 の

消 防 団 と 駐 在 所 が 中 心 に な っ 方にハザ ー ド マ ッ プ の見方を

て活動しています 。 教わりました 。

【ぼくらも生き物たちも大好き中野海岸】

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性等

海 辺 の 生 き 物 は そ の 周 辺 の 海岸 の自 然環境 の状況や 、 海 洋 ゴ ミ が 海 辺 の 生 き 物

環境 と 関 わ っ て い き て い る こ 自分たちの生活が自然環境 に も た ら す 影 響 に 着 目 し 、

とや海洋ゴミが海辺の生き物 に 及 ぼ し て い る 影 響 に つ い 自 分 に で き る こ と を 考 え 、

に もた らす影響について理解 て考えることができる 。 日常生活にいか そ う と し て

することができる 。 いる 。

ビーチクリーンを通して 、子ども達が課題（問い）を見つけ 、自分や協働で問題解決に向けて

取り組み、大型新聞にまとめて発表することができました 。

①課題設定 ②調べる ③比べる ④伝える

・活動する中で ・インタビュー ・ 1回目、 2回目の ・新聞

問いを持つ ・図鑑やネット検索 ゴミの量や季節に着目

⑤自己を振り返る

〔 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と ・成長を実感する

の関わり〕
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